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研究成果の概要（和文）：福島第一原子力発電所事故からの復興において、食の安心・安全は重要なテーマであ
る。特に放射性セシウムは、チェルノブイリ事故の経験からキノコや山菜に濃縮しやすいことが知られている
が、一方で福島県ではキノコや山菜の採取、摂取が里山文化として親しまれている。そこで本研究では、福島県
川内村の住民と協力しながら、キノコや山菜中の放射性セシウム濃度をマッピングし、リスクコミュニケーショ
ンに資することを目的とした。

研究成果の概要（英文）：It is important to keep the food safety in the residents for the recovery 
from the accident at Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Station. Especially, it is well known from the
 experiences of Chernobyl that radiocesium is concentrated in mushrooms and wild edible plants. On 
the other hand, there are cultures to collect and eat mushrooms and wild edible plants in Fukushima 
Prefecture. The aim of this study is to conduct the screening and mapping of radiocesium 
concentrations in mushrooms and wild edible plants collected at Kawauchi village, Fukushima 
Prefecture.

研究分野： 被ばく医療学
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１．研究開始当初の背景 
2011 年に発災した東日本大震災、それに

伴う東京電力福島第一原子力発電所事故で
は、主に半減期が短い放射性ヨウ素と、半減
期が比較的長い放射性セシウムが環境中に
放出された。今回の事故においては、発生直
後から迅速な避難による外部被ばくの低減
化と同時に、暫定基準値の設定による汚染さ
れた飲食物の流通制限、摂取制限による内部
被ばくの低減化が図られた。これは、1986
年に発生したチェルノブイリ原子力発電所
事故において、特に事故初期に放射性ヨウ素
によって汚染された牛乳の摂取による内部
被ばくの拡大が、小児甲状腺がんの激増を招
いたことを教訓としたものであった。一方で、
震災から 3 年以上が経過した現在、市場に流
通 し ている 食 品につ い ては、 基 準 値
（100Bq/kg）が設定され、これを超える食品
については流通しないシステムが確立して
いるため、基準値を超える放射性セシウムが
検出されることはないが、野生のキノコや山
菜、野生動物の肉などには高頻度に放射性セ
シウムが検出されている。 
一方で、福島県は「里山文化」が長年に渡

って育まれた地域であり、春には山菜、秋に
はキノコ狩りを楽しむことが住民の楽しみ
となっている。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、事故後福島県下で初めて

「帰還・帰村」を行った福島県川内村におい
て、住民、川内村役場との全面的な協力体制
の元、村内に自生するキノコや山菜に含まれ
る放射性濃度を測定し、その採取場所を同定
することで「キノコマップ」と「山菜マップ」
を経年的に作成することであった。 

 
３．研究の方法 
(1) 住民説明会を行った後に、福島県川内村
住民協力の下、山菜、キノコのサンプリング
を行う。 
(2) 採取した山菜、キノコを乾燥させてゲル
マニウム半導体検出器を用いて放射性セシ
ウム濃度の測定を行い、採取場所の結果と併
せて、「山菜マップ」、「キノコマップ」を作
成する。 
(3) 山菜の種類、キノコの種類と放射性セシ
ウム濃度との関連を評価し、放射性セシウム
濃度が高いキノコ・山菜と、比較的低いキノ
コ・山菜の分類を行う。 
(4) 経年的にサンプリングと測定を継続し、
キノコ、山菜における放射性セシウム濃度の
推移を評価する。 
(5) 以上の結果を論文にまとめて公表する
のに加え、村内での説明会を開催して結果を
報告する。 
 
４．研究成果 
(1) 研究期間内、毎年川内村においてキノコ
と山菜を住民の協力の下で収集し、放射性セ

シウムを測定した。その結果、キノコ、山菜
とも放射性セシウム濃度は採取した場所以
上にその種に依存することが明らかになっ
た。 
(2) また、特にキノコにおいては放射性セシ
ウム濃度を経年的に評価したが、研究期間に
おいて有意な低下はみられなかった。具体的
にはセシウム134濃度は有意に低下していた
ものの、セシウム 137 は有意に低下しておら
ず、約 30 年と比較的物理学的半減期が長い
セシウム137が現在環境中に主に存在してい
ることを反映しているものと考えられた。 
(3) 一方で、川内村において採取したキノコ
や山菜を摂取した場合の預託実効線量は極
めて限られており、平時における公衆の年間
被ばく線量の基準となっている1ミリシーベ
ルトよりもはるかに低い値であった。 
(4) 得られた結果は、国際誌に投稿、掲載と
なったほか、住民には毎年説明会を開催し、
結果を公表したほか、ディスカッションを通
じて今後の取り組みを決定している。今後と
も、住民と行政、それに専門家が一体となっ
て原子力災害からの復興に取り組むモデル
として、本事業を継続、発展させていく予定
である。 
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